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［要旨］葉圏菌類であるエンドファイトがブナ林において落葉分解に関与することを実証的に明

らかにした。ブナ林を構成する93樹種の生葉と落葉を対象に、クロサイワイタケ科のエンドファ

イトの分離を行い、そのDNA塩基配列の比較を行った。分離された289菌株のうち、DNA塩基配列の

検討から243菌株がクロサイワイタケ科に属することがわかった。この243菌株は15のoperational 

taxonomic unit（OTU）に区分された。もっとも菌株数が多かったのはXylaria sp.1であり、Nemania 

sp.、Biscogniauxia sp.1がそれに続いた。これらのOTUは一般に樹種特異性が低く、リグニン分

解により落葉の漂白を引き起こしていることが実証的に示され、調査地のブナ林においてクロサ

イワイタケ科エンドファイトは分解初期段階にある落葉の主要なリグニン分解者であることが明

らかになった。また、ブナ林の主要構成樹種であるカバノキ科の4属11樹種を材料としたエンドフ

ァイトの多様性調査から、ブナ林の主要な葉圏菌類であるクロサイワイタケ科エンドファイトが

亜高山帯から亜熱帯までの幅広い気候帯に広域的に分布することを示した。Xylaria sp.1の菌糸

生長の最適温度は25〜30℃であり、5℃から25℃までの範囲では温度にともなって増加したが、

35℃では菌糸生長が認められなかった。Xylaria sp.1によるブナ落葉の分解の最適温度は25℃で

あり、5℃から25℃までの範囲では温度にともなって分解活性が増加したが、30℃では活性の低減

が認められ、35℃では分解がほとんど認められなかった。Xylaria sp.1は20℃・25℃ではセルロ

ースの選択的分解を行っており、30℃ではリグニンの分解活性が増加した。続いて、培養温度20℃

で行った15樹種の落葉への接種培養試験では、Xylaria sp.1が引き起こした落葉の重量減少率は

6.7〜26.4％（初期重量に対する％）の範囲にあった。ブナ葉圏菌類の中で分解に関与するXylaria 

sp.1は落葉分解に重要な役割を果たすとともに、環境変動によりその機能が変化する可能性があ

る。 
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１．はじめに 

 葉圏菌類が葉の死後も葉に定着して、落葉の分解に関与することは知られている（Osono 2006）。

最近では、分子生物学的な手法を用いて、生葉のエンドファイトが落葉にも定着していることを

示す報告がある（Promputtha et al 2007）。しかし多様な樹種からなるブナ林において、エンド

ファイトによる落葉分解が一般的に認められるのかどうか、またエンドファイトによる落葉分解

が環境条件の変化にともなってどのような反応を示すのかに関する実証的なデータがない。これ

214




